
２
０
１
８
年
度
か
ら
国
保
の

都
道
府
県
化
を
実
施
す
る
た
め

に
、
各
都
道
府
県
・
自
治
体
は

準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

国
保
の
都
道
府
県
化
と
は
、

「
医
療
保
険
制
度
改
革
法
（
15

年
成
立
）
」
に
よ
っ
て
、
18
年

度
か
ら
国
保
の
財
政
運
営
の
主

体
を
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に

移
管
し
、
都
道
府
県
が
定
め
る

算
定
方
式
の
も
と
に
市
町
村
は

保
険

税

（
料

）

を
決

定

し
て

徴

収
、
資
格
管
理
、
保
健
事

業
な
ど
を
担
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
国
の

ね
ら
い
は
国
保
を
社
会
保

障
制
度
か
ら
、
医
療
費
抑

制
と
徴
収
強
化
の
た
め
の

大
改
悪
で
あ
り
、
さ
ら
に

国
保
を
突
破
口
に
し
て
医

療
制
度
そ
の
も
の
の
大
改

悪
を
進
め
る
こ
と
に
あ
る

と
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

市
政
・
市
議
会
で
も
、

速
や
か
に
都
道
府
県
化
の

進
捗
状
況
や
国
保
税
の
試

算
を
明
ら
か
に
し
、
高
す

ぎ
て
払
い
き
れ
な
い
国
保

税
の
こ
れ
以
上
の
値
上
げ

を
し
な
い
よ
う
求
め
て
き
ま
し

た
。こ

の
様
な
中
で
、
図
１
（
下

段
参
照
）
の
よ
う
に
、
宇
都
宮

市
の
18
年
度
の
国
保
標
準
保
険

料
率
の
試
算
結
果
が
12
月
厚
生

常
任
委
員
会
の
福
田
久

議
員
の

質
疑
で
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
試
算
は
、
宇
都
宮
市
が

行
っ
て
い
る
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
り
入
れ
を
反
映
し
て

い
な
い
た
め
、
現
行
保
険
税
と

比
べ
て
大
幅
値
上
げ
と
な
る
試

算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
態
を
知
っ
た
栃
木
民

医
連
・
市
生
活
と
健
康
を
守
る

会
・
年
金
者
組
合
宇
都
宮
支
部
・

新
婦
人
宇
都
宮
支
部
の
代
表
は
、

日
本
共
産
党
宇
都
宮
市
議
員
団

と
共
に
、
12
月
18
日
、
市
長
あ

て
緊
急
要
望
書
を
提
出
。
そ
の

内
容
は
①
宇
都
宮
市
の
平
成
２

０
１
８
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
の
算
定
に
当
り
、
２
０
１
６

年
度
の
法
定
外
繰
り
入
れ
等
を

反
映
し
た
保
険
料
率
の
試
算
比

較
を
公
表
す
る
こ
と
、
②
２
０

１
８
年
度
も
引
き
続
き
保
険
料

軽
減
の
た
め
の
法
定
外
繰
り
入

れ
を
行
い
保
険
料
値
上
げ
を
回

避
す
る
こ
と
、
同
水
準
の
法
定

外
繰
り
入
れ
で
値
下
げ
で
き
る

場
合
は
値
下
げ
を
行
う
こ
と
、

③
国
に
対
し
て
は
、
国
庫
負
担

の
増
額
な
ど
の
追
加
財
政
措
置
、

④
県
に
対
し
て
は
独
自
の
法
定

外
繰
り
入
れ
を
行
い
、
市
町
の

国
保
税
（
料
）
の
値
上
げ
を
回

避
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
て
い

ま
す
。

応
対
し
た
酒
井
典
久
保
健
福

祉
部
長
・
川
俣
浩
次
長
・
小
林

英
明
保
険
年
金
課
長
ら
と
懇
談

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

酒
井
部
長
は
「
皆
さ
ん
の
ご

要
望
な
ど
を
受
け
止
め
る
と
と

も
に
、
国
保
運
営
協
議
会
の
審

議
を
受
け
、
宇
都
宮
市
の
国
保

税
の
算
定
に
取
り
組
む
。
都
道

府
県
化
に
よ
っ
て
国
保
税
の
負

担
増
に
な
る
こ
と
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
と
語
り

ま
し
た
。

出
席
者
は

荒
川
・
福
田
両
市
議
、
栃
木
民

医
連
・
柴
野
智
明
事
務
局
長
、
年

金
者
組
合
・
斉
藤
清
支
部
長
、
生

健
会
・
清
水
美
代
子
会
長
、
金
田

郁
子
理
事
、
新
婦
人
・
須
藤
律
子

支
部
長
、
高
橋
玲
子
事
務
局
次
長
、

共
産
党
・
野
村
せ
つ
子
県
議
、
天

谷
美
恵
子
市
委
員
会
副
委
員
長
で

し
た
。

―発行―
日本共産党
宇都宮市委員会

弥生1丁目7-11

旭コーポ1階
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市議員団ホームページ 「日本共産党宇都宮市議員団」で検索

2018年度より都道府県化

党市議員団と4団体、

市長に緊急要望書

国
保
の
都
道
府
県
化

と
は
？

福
田
久

議
員
、
試
算
を

明
ら
か
に
さ
せ
る

市
民
団
体
動
く
!!

党
市
議
員
団
と
協
力
共
同

医療分 後期高齢者支援分 介護分

所得割 資産割 均等割平等割 所得割資産割 均等割平等割 所得割資産割 均等割平等割

（％） （％）（円）（円） （％）（％） （円）（円） （％）（％） （円）（円）

市町の算定方式に基づく

標準保険料率（平成30年度）
6.84 28,663 20,476 2.48 10,180 7,272 1.94 11,240 5,270

市町の保険税率

（平成29年度4月時点）
6.36 25,900 19,000 2.55 9,800 7,200 2.07 10,500 6,400

緊急要望書を提出する栃木民医連柴野氏
左は酒井典久保健福祉部長

図１



紙
面
の
都
合
に
よ
り
一
部
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

３
人
に
1
人
は
が
ん
で
亡
く

な
る
と
言
わ
れ
死
亡
原
因
の
第

1
位
。

国
で
は
Ｈ
24
年
に
は
が
ん
対

策
基
本
計
画
、
さ
ら
に
Ｈ
27
年

に
は
が
ん
対
策
加
速
化
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
本
市
に
お
い
て
も
、

検
診
受
診
率
の
向
上
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
死
亡
率
の
高
い
５

つ
の
が
ん
（
胃
・
大
腸
・
肺
・

子
宮
・
乳
）
健
診
に
つ
い
て
受

診
の
際
の
一
つ
の
ハ
ー
ド
ル
と

な
っ
て
い
る
、
自
己
負
担
額
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
条
件

な
ど
も
様
々
な
の
で
一
概
に
は

言
え
な
い
が
、
県
内
各
市
の
中

で
宇
都
宮
市
が
、
平
均
よ
り
も

高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

受
診
率
向
上
の
た
め
に
、
無
料

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
増
え
て

い
る
こ
と
に
着
目
し
、
本
市
で

の
無
料
化
に
つ
い
て
質
し
た
。

本
市
の
受
診
率
は
、
Ｈ
24
年

度
と
Ｈ
27
年
度
と
の
比
較
で
、

胃
が
ん
1.5
％
増
（
19
．
７
％
）
、

肺
が
ん
3.2
％
増
（
34
％
）
、
大

腸
が
ん
3.3
％
増
（
32
％
）
、
と

着
実
に
向
上
し
て
い
る
。
一
人

ひ
と
り
が
、
自
分
の
健
康
は
自

分
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
に
保
険
診
療
の

自
己
負
担
の
考
え
方
を
準
用
し

２
割
程
度
の
費
用
負
担
と
し
て

い
る
。
70
歳
以
上
や
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
は
無
料
と
し
て
い

る
。受

診
率
は
県
内
で
は
中
程
度
、

中
核
市
で
は
上
位
な
の
で
、
引

き
続
き
一
定
の
費
用
負
担
と
、

受
診
し
や
す
い
環
境
整
備
や
受

診
勧
奨
に
取
り
組
む
。

東
京
都
で
は
２
０
１
７
年
度

か
ら
導
入
さ
れ
た
、
が
ん
や
難

病
患
者
が
、
安
心
し
て
会
社
で

働
き
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
雇
用

や
就
業
の
継
続
を
支
援
す
る
た

め
、
従
業
員
の
疾
病
管
理
や
治

療
と
仕
事
の
両
立
に
配
慮
す
る

企
業
に
対
す
る
助
成
金
制
度
、

「
東
京
都
難
病
・
が
ん
患
者
就

業
支
援
奨
励
金
」
に
つ
い
て
本

市
で
も
こ
の
よ
う
な
制
度
導
入

の
可
能
性
に
つ
い
て
質
し
た
。

今
年
度
か

ら
国
に
お
け

る
（
※
障
害

者
雇
用
安
定

助
成
金
＝
治

療
と
仕
事
の

両
立
を
支
援

す
る
た
め
の

制
度
を
導
入

す
る
事
業
主

に
10
万
円
の

助
成
金
を
支

給
）
制
度
に
が
ん
等
の
病
気
が

追
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
本
市

と
し
て
は
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
「
事
業
所
便
利
帳
」

や
、
国
等
の
助
成
金
を
紹
介
す

る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
周
知
し
て

い
く
。

日本共産党宇都宮市議員団
定例無料

雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 ２月10日（土）
３月10日（土）

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）
相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

※ 1月の相談会はお休みします。
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午後２～４時

が
ん
検
診
無
料
!!

県
内
自
治
体
で
も

答
弁

《
宇
都
宮
市
》

40
歳
以
上
の
国
保
加
入
者
の
場

合
自
己
負
担
額

〇
集
団
検
診
…
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
肺
が
ん
１
６
０
０
円

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
１
１
６
０

円

合
計
２
７
６
０
円

〇
個
別
検
診
…
胃
が
ん
・
大
腸

が
ん
・
肺
が
ん
５
１
８
０
円
乳

が
ん
・
子
宮
が
ん
２
０
４
０
円

合
計
７
２
２
０
円

《
大
田
原
市
》

〇
集
団
検
診
5
つ
の
が
ん
に
つ

い
て
無
料

《
下
野
市
》

〇
子
宮
が
ん
検
診
１
０
０
０
円
、

そ
れ
以
外
無
料

《
鹿
沼
市
》
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
以
外
は
無
料

県
内
の
５
つ
の
が
ん
検
診

（
胃
・
大
腸
・
肺
・
子
宮
・
乳
）
の

自
己
負
担
額
の
調
査
よ
り

抜
粋
（
福
田
く
み
子
議
員
調
査
）

が
ん
の
治
療
を
受
け
な
が
ら

就
労
す
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

「
東
京
都
難
病
・

が
ん
患
者
就
業
支
援
奨
励
金
」

①
採
用
奨
励
金
（
40
〜
60
万
円
）

が
ん
や
難
病
患
者
を
採
用
す
る

に
あ
た
っ
て
、
疾
病
に
合
わ
せ

て
出
勤
時
間
や
職
場
内
で
の
環

境
整
備
の
配
慮
に
つ
い
て
プ
ラ

ン
を
策
定
し
た
場
合

②
継
続
助
成
金
（
30
〜
60
万
円
）

既
に
当
該
企
業
に
雇
用
さ
れ
て

い
る
人
が
疾
病
を
発
症
・
再
発

し
た
場
合
、
復
職
を
支
援
す
る

プ
ラ
ン
を
作
成
し
継
続
雇
用
し

た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
支
給
さ
れ

る
と
い
う
も
の
で
す
。

答
弁

本
市
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、

少
し
づ
つ
上
げ
て
は
き
て
い
る
も

の
の
30
％
前
後
で
あ
り
、
若
年
層

で
の
発
症
が
増
加
傾
向
に
あ
る
中

で
は
、
検
診
受
診
率
を
飛
躍
的
に

高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
国
に
お
け
る
就
労
支
援

に
つ
い
て
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

実
態
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

今
後
も
、
実
効
あ
る
制
度
導
入

を
粘
り
強
く
求
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

福
田
く
み
子
談

一般質問する福田くみ子議員

福
田
く
み
子
議
員
が

一
般
質
問
（
要
旨
）


